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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

～八朔～

八朔とは「八月朔日」のことです。八月朔日の読み方は「はちがつさくじつ」で

朔日とは新月の最初の日、旧暦の8月1日を表します。今はあまり馴染みのない

言葉かもしれませんが、現在でも日本のあちこちで、八朔を祝うお祭りや行事が

残っています。八朔を境に、季節は夏から秋へと移り変わっていきます。古くから

農家では、八朔の日にその年の収穫を、自身が仕えている家や知り合いに贈り

豊作を祈願する「田の実の節句」と呼ばれる祭りが行われていました。そのうち

この風習が町民や武家へと伝わり、「田の実」が“頼み”と同じ音であることから

よく頼み事をする相手へ感謝と共に贈り物を贈るという風習が生まれました。

この風習がお中元の起源だといわれています。今ではもう八朔の日に物を贈る

習慣は、ほとんど見ることがなくなってしまいましたが、実は京都・祇園では、

八朔の日に、芸妓さんや舞妓さんたちが日頃のお稽古をつけてくださる家元や

師匠、お茶屋さんに「おめでとうさんどす、よろしゅうおたのもうします」と、挨拶

回りをする風習が残っています。この日、芸妓さんや舞妓さんは黒紋付の正装

でその襟足も、二本足ではなく三本足になります。

京都・祇園の八朔の日は午前10時頃から正午過ぎまで、暑い夏の日差しにも

負けず、黒紋付で艶やかに歩く多くの芸妓さん・舞妓さんの姿で溢れます。
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